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産総研のバイオリソース解析プラットフォームを
活⽤した社会課題の解決に向けた取り組み

国⽴研究開発法⼈産業技術総合研究所

▶データ解析のためのクラスタマシンと先端的な実験設備を集積
▶農林⽔産、廃⽔・廃棄物処理、バイオものづくりなどにおける研究の知⾒を活⽤
▶共同研究等の推進により産業における課題の解決と循環型社会の構築に貢献

■⽇本に3組織しかない特定国⽴研究開発法⼈の⼀つ
■1882年設⽴の農商務省地質調査所に始まる100年以上の歴史
■全国各地に12か所のネットワーク
■約2,300名の在籍研究員に加え、4,000名以上の外部⼈材が活躍
（⺠間企業、⼤学、公的研究機関などの研究者・学⽣を
外来研究者・技術研修⽣として短期間受け⼊れています）

■年間共同研究契約数は約3,000件
（⺠間企業、⼤学、公的機関などと連携・協⼒を⾏っています）
■例年、博⼠型・修⼠型等の研究職員、事務職員を公募

「バイオリソース」から新しい⽣物機能を発掘する

「産総研」は国内最⼤規模の研究所です

■産総研北海道センターに導⼊された「バイオリソース解析プラットフォーム」では、
⺠間企業・⼤学・地域バイオコミュニティ等との共同研究やナショナルプロジェクト
等での連携により、様々なバイオリソースから新しい⽣物機能を発掘し、農林⽔産物
等の⽣育促進や機能性開発、廃⽔・廃棄物の処理技術や利活⽤といった応⽤技術への
展開を試みることで、産業における社会課題の解決を⽬指しています。

看板テーマ地域拠点
バイオものづくり北海道センター（札幌）
資源循環技術東北センター（仙台）
機能部材中部センター（名古屋）
電池技術、バイオ医療、⽣活素材関⻄センター（池⽥）
材料診断技術中国センター（東広島）
ヘルスケア四国センター（⾼松）
スマート製造センシング九州センター（⿃栖）
デジタル・AI、ゼロエミ、バイオ臨海副都⼼センター（お台場）
再⽣可能エネルギー福島再⽣可能エネルギー研究所（郡⼭）
AI・⼈間⼯学柏センター（柏）
ものづくり北陸デジタルものづくりセンター（坂井）
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■PET関連物質を酸素の無い環境で分解する微⽣物を発⾒
2022年7⽉11⽇プレス発表, Chemical Engineering Journal 450(1):137916 (2022)

北海道⼤学との連携による代謝産物分析

都城⾼専との連携によるタンパク質⽴体構造予測
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これらの微⽣物機能を利⽤することで
余剰菌体発⽣量の低減が期待
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群集構造データと⽔質データの
相関分析から処理の良否に関わる微⽣物を特定

■廃⽔処理に利⽤される活性汚泥プロセスに共通する微⽣物群を特定
2023年9⽉5⽇プレス発表, Water Research X 20:100196 (2023)

温泉や局地などのユニークな
環境からの微⽣物の分離培養

精密ろ過フィルターを
通過する極⼩微⽣物の
ライブラリ化と機能解析

⽣物発光メカニズムの
解明とその利活⽤ 微⽣物と植物の相互作⽤ 微⽣物と昆⾍の相互作⽤ 微⽣物と⽔産⽣物の相互作⽤
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